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ポリプロピレン製短繊維を用いた高強度コンクリート柱の耐火性確保に
関する報告
山田 修大 1), 靏見 淳也 1), 李 暁赫 1)

Syuuta Yamada 1), Junya Tsurumi 1) and Xiaohe Li 1)

Report on Fire Resistance of High Strength Concrete Columns using 
Polypropylene Short Fibers

要  旨
　近年、集合住宅を中心に鉄筋コンクリート造建築物の高
層化が進み、設計基準強度80~150N/mm²の高強度コンク
リートの需要が増大している。しかし、高強度コンクリート
は通常のコンクリートに比べ、火災時に爆裂現象が起こり
やすいという課題がある。この爆裂現象の抑制方法として、
コンクリートにポリプロピレン製短繊維（以下、PP繊維）を
混入する方法が一般的に知られている。PP繊維を用いた高

強度コンクリート柱の耐火性についてはすでに報告されて
おり、当社では簡易的な試験を行い、径41μm、長さ12mm
のPP繊維を用いた高強度コンクリートの耐火性を評価して
いる。そこで本検討では、径41μm、長さ12mmのPP繊維を
用いた高強度コンクリート柱を対象とし、荷重が作用した状
態での耐火性を確認することを目的として載荷加熱試験を
実施した。本報では、その結果について報告する。

写真 -1　載荷加熱試験後の各試験体 図 -11　試験体全長に対する軸方向収縮量の比率

表 -9　設計基準強度ごとの PP 繊維の混入量

図 -12　試験体全長に対する軸方向収縮速度の比率
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要  旨

カルシア改質土の水中投入システムの開発

Development of a New Dumping System for Steel Slag-Dredged Soil Mixture

田中 裕一 1), 板垣 侑理恵 2), 中島 健一 1), 野中 宗一郎 3)

Yuichi Tanaka 1), Yurie Itagaki 2), Kenichi Nakashima 1) and Souichirou Nonaka 3)

　カルシア改質土は、軟弱な浚渫土とカルシア改質材を混
合した材料であり、干潟・浅場の造成材、護岸の腹付材、埋
立材、深掘跡の埋戻材等として広く使用されている。
　カルシア改質土の海域利用では、グラブを用いて水中に
投入する例が多いが、カルシア落下混合船を使用した施工
では、トレミー管により水中投入する方法が運搬・投入工程
を簡略化可能であり効率的であると考えられる。一方、粘性
の高いカルシア改質土を従来のトレミー管を用いて投入し
た場合、濁りの発生やトレミー管の閉塞が懸念される。そこ
で、こうした問題に対応可能な新たなトレミー管の開発を
行った。実験に結果、開発したトレミー管では、濁りの発生
を抑制可能であり、濁度の最大値は従来型のトレミー管と
比較して40％程度に、濁りの発生量は10％程度に低下する
ことを確認した。
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図 -18　材料・投入方法別の濁り発生量

図 -6　スリット付トレミー管での投入模式図

図 -12　カルシア改質土の水槽への投入と濁りの発生状況

図 -4　カルシア落下混合船 - トレミー投入施工模式図
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